
船
津
公
人
先
生
、
最
終
講
義
の
ご
案
内 

  

拝
啓 
皆
様
に
は
時
下
、
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

さ
て
、
船
津
公
人
先
生
は
二
〇
二
〇
年
十
二
月
に
六
十
五
歳
を
お
迎
え
に
な
り
、
二
〇
二
一
年
三
月
を

も
っ
て
東
京
大
学
を
定
年
で
ご
退
職
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
拡
大
に
よ
り
最
終
講
義
の
実
施
を
見
送
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
度
、
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
状
況

が
好
転
に
向
か
っ
て
い
る
た
め
、
最
終
講
義
な
ら
び
に
交
流
会
を
開
催
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。 

 

先
生
は
、
一
九
七
八
年
三
月
九
州
大
学
理
学
部
化
学
科
を
ご
卒
業
後
、
同
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
化

学
専
攻
修
士
お
よ
び
博
士
課
程
に
進
学
さ
れ
、
在
学
中
は
都
野
雄
甫
教
授
の
下
で
物
理
有
機
化
学
の
研
究

に
取
り
組
ま
れ
、
一
九
八
三
年
に
理
学
博
士
の
学
位
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
一
九
八
四
年
三
月
に
豊
橋
技

術
科
学
大
学
工
学
部
物
質
工
学
系
助
手
に
着
任
さ
れ
、
ケ
モ
イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス
研
究
を
開
始
、
同
大

学
工
学
部
知
識
情
報
工
学
系
講
師
、
同
助
教
授
と
昇
任
さ
れ
ま
し
た
。
二
〇
〇
四
年
四
月
に
東
京
大
学
大

学
院
工
学
系
研
究
科
化
学
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻
に
設
置
さ
れ
た
俯
瞰
環
境
工
学
寄
付
講
座
の
客
員
教
授
、

二
〇
〇
九
年
四
月
に
同
大
大
学
院
工
学
研
究
科
化
学
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻
の
教
授
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。 

 

先
生
は
現
在
ま
で
三
八
年
に
亘
っ
て
、
化
学
情
報
の
高
次
処
理
と
知
識
構
築
基
盤
確
立
の
研
究
に
取
り

組
ま
れ
、
国
内
外
の
デ
ー
タ
駆
動
型
化
学
（
ケ
モ
イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス
）
の
分
野
開
拓
に
先
駆
的
・
主

導
的
役
割
を
果
た
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
成
果
は
、
分
子
・
材
料
設
計
（
何
を
作
る
か
）
、
環
境
・
人
体

へ
の
有
害
性
評
価
（
そ
れ
は
作
っ
て
良
い
か
）、
有
機
合
成
経
路
設
計
（
ど
う
作
る
か
）、
有
機
化
合
物
の
自

動
構
造
推
定
（
そ
れ
は
で
き
た
か
）、
そ
し
て
化
学
プ
ラ
ン
ト
の
運
転
監
視
と
制
御
（
そ
れ
を
製
品
と
し
て

ど
う
作
る
か
）
と
い
う
幅
広
い
分
野
に
わ
た
っ
て
お
り
、
化
学
デ
ー
タ
処
理
の
基
礎
研
究
か
ら
実
用
的
応

用
・
実
装
ま
で
を
一
体
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
で
、
デ
ー
タ
駆
動
型
化
学
の
活
用
の
可
能
性
を
具
体
例
と

と
も
に
明
確
に
示
す
開
拓
的
な
貢
献
を
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
我
が
国
に
お
け
る
デ
ー
タ
駆
動
型
化
学
の
コ

ン
セ
プ
ト
と
具
体
的
な
研
究
の
形
は
、
正
に
先
生
に
よ
っ
て
主
導
・
開
拓
さ
れ
、
化
学
研
究
・
開
発
に
と

っ
て
、
も
は
や
必
須
の
領
域
と
し
て
結
実
し
て
き
ま
し
た
。
我
が
国
の
デ
ー
タ
駆
動
型
化
学
研
究
の
発
展

の
道
程
は
、
先
生
の
研
究
業
績
お
よ
び
活
動
の
影
響
を
大
き
く
受
け
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。 

以
上
の
よ
う
に
、
先
生
は
分
子
・
材
料
設
計
か
ら
製
造
に
至
る
化
学
の
中
心
的
課
題
を
対
象
と
し
て
、

デ
ー
タ
駆
動
型
化
学
の
基
礎
か
ら
応
用
ま
で
の
幅
広
い
研
究
お
よ
び
実
装
活
動
を
展
開
さ
れ
、
そ
の
先
駆

的
・
開
拓
的
研
究
成
果
は
、
手
法
の
斬
新
性
お
よ
び
実
用
性
の
観
点
か
ら
国
内
外
の
学
術
界
・
産
業
界
に

よ
り
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
東
京
大
学
お
よ
び
豊
橋
技
術
科
学
大
学
在
職
中
に
は
約
二
百
名
の
学
生

や
研
究
ス
タ
ッ
フ
を
指
導
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
卒
業
生
・
ス
タ
ッ
フ
は
大
学
・
企
業
等
に
お
い
て
同
分
野
の

担
い
手
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。 

先
生
の
取
り
組
ま
れ
た
大
型
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
は
、
科
学
技
術
研
究
機
構(J

S
T

)

の
戦
略
的
創

造
研
究
推
進
事
業(C

R
E

S
T

)

「
医
薬
品
創
薬
か
ら
製
造
ま
で
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
か
ら
の
知
識
創
出
基
盤
の



確
立
」（
研
究
代
表
者
：
二
〇
一
三
年
十
月~

二
〇
一
九
年
三
月
）、
経
済
産
業
省
「
毒
性
関
連
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
を
用
い
た
人
工
知
能
に
よ
る
次
世
代
型
安
全
性
予
測
手
法
の
開
発
」（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
：
二
〇

一
七
年
六
月~
二
〇
二
二
年
三
月
）
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
民
間
企
業
な
ど
と
、
多
岐
に
渡
る
延
べ
３
０
０

件
以
上
の
共
同
研
究
に
も
取
り
組
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
三
〇
〇
報
以
上
の
原
著
論
文
、

二
〇
〇
以
上
の
総
説
・
解
説
書
・
著
書
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
先
生
は
、
こ
の
よ
う
な
時
代
を
切
り
拓
く
先
端
的
な
研
究
を
遂
行
し
て
こ
ら
れ
た
だ
け
で
な
く
、

そ
の
優
れ
た
学
識
と
教
育
へ
の
情
熱
を
も
っ
て
学
生
・
後
進
の
指
導
に
あ
た
ら
れ
、
そ
の
卓
越
し
た
講
義

に
対
し
て
二
〇
一
六
年
本
学
工
学
部
よ
りB

e
st T

e
a

ch
in

g
 A

w
a

rd

が
授
与
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か

九
州
大
学
、
東
京
工
業
大
学
、
高
知
大
学
、
豊
橋
技
術
科
学
大
学
、
山
口
大
学
な
ど
の
非
常
勤
講
師
と
し

て
、
ま
た
二
〇
一
七
年
に
は
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
招
聘
教
授
と
し
て
も
広
く
人
材
育
成
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。 

さ
ら
に
学
外
活
動
に
も
精
力
的
に
取
組
ま
れ
、N

E
D

O

、J
S

T

、
経
済
産
業
省
な
ど
に
お
け
る
デ
ー
タ
駆

動
型
化
学
関
係
の
委
員
会
の
委
員
長
・
委
員
な
ど
を
多
数
歴
任
さ
れ
て
い
ま
す
。
学
会
活
動
も
活
発
に
行

っ
て
こ
ら
れ
、
日
本
化
学
会
情
報
化
学
部
会
部
会
長
（
（
二
〇
〇
五
年
～
二
〇
一
四
年
）、
同
上
ケ
モ
イ
ン

フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス
部
会
部
会
長
（
二
〇
二
〇
～
二
〇
二
一
年
）、
日
本
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
学
会
理
事
（
二
〇

〇
四
年
～
）
な
ど
を
歴
任
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
世
界
の
デ
ー
タ
駆
動
型
化
学
の
発
展
に
も
大
き
く
貢
献

さ
れ
、
二
〇
〇
九
年
か
ら
隔
年
で
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ムA

u
tu

m
n

 S
ch

o
o
l o

n
 C

h
e
m

o
in

fo
rm

a
tics

を
主

催
さ
れ
る
と
と
も
に
、
当
該
分
野
の
日
独
、
日
仏
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
日
本
側
代
表
と
し
て
活
躍
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
業
績
に
よ
り
、
二
〇
〇
三
年
五
月
に
日
本
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
学
会
・
学
会
賞
を
、

二
〇
一
九
年
八
月
に
は
ア
メ
リ
カ
化
学
会
か
ら
当
該
分
野
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
と
さ
れ
る

H
e
rm

a
n

 
S

k
o
ln

ik
 

A
w

a
rd

を
、
ま
た
二
〇
二
一
年
三
月
に
は
日
本
化
学
会
学
術
賞
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
ほ
か
、
二
〇
一
七
年
一
〇
月
か
ら
は
、
ク
ロ
ス
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
に
よ
り
、
奈
良
先
端
科
学
技

術
大
学
院
大
学
デ
ー
タ
駆
動
型
サ
イ
エ
ン
ス
創
造
セ
ン
タ
ー
・
研
究
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
兼
務
さ
れ
、
二
〇

二
一
年
三
月
に
東
京
大
学
定
年
退
職
後
も
、
奈
良
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学
デ
ー
タ
駆
動
型
サ
イ
エ
ン

ス
創
造
セ
ン
タ
ー
・
セ
ン
タ
ー
長
・
特
任
教
授
と
し
て
、
デ
ー
タ
駆
動
型
化
学
分
野
の
新
た
な
展
開
に
取

り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。 

 

つ
き
ま
し
て
は
、
下
記
の
通
り
最
終
講
義
お
よ
び
交
流
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
船
津
先
生
の
ご
意
向

に
よ
り
、
退
職
記
念
会
は
行
わ
な
い
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
是
非
と
も
皆
様
お
誘

い
合
わ
せ
の
上
、
多
数
の
ご
臨
席
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

末
筆
な
が
ら
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

敬
具 

二
〇
二
二
年
十
月
吉
日 

東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科 

化
学
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻 

専
攻
長 

高
鍋
和
広 

 



   
 
 
 
 
 

記 

 

【
最
終
講
義
】 

 

一
． 

日
時
：
２
０
２
３
年
３
月
３
日
（
金
）
十
五
時
～
一
七
時
（
十
四
時
三
十
分
よ
り
受
付
を
開
始
） 

二
．
場
所
：
伊
藤
国
際
学
術
研
究
セ
ン
タ
ー
・
伊
藤
謝
恩
ホ
ー
ル
（
地
下
二
階
） 

 

三
．
講
義
題
目
：「
デ
ー
タ
駆
型
化
学
が
導
く
研
究
・
開
発
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
変
革
」 

  

【
交
流
会
】 

 

一
．
日
時
：
二
〇
二
三
年
三
月
三
日
（
金
）
十
七
時
三
十
分
よ
り
（
十
七
時
よ
り
受
付
を
開
始
） 

二
．
場
所
：
伊
藤
国
際
学
術
研
究
セ
ン
タ
ー
内
「
レ
ス
ト
ラ
ン
カ
メ
リ
ア
」（
一
階
） 

三
．
会
費
：
一
万
円
（
当
日
受
付
に
て
承
り
ま
す
） 

 

お
手
数
で
す
が
、
最
終
講
義
お
よ
び
交
流
会
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
き
ま
し
て
，
次
の
グ
ー
グ
ル
フ
ォ
ー
ム
に
て
、

二
〇
二
三
年
一
月
十
五
日
ま
で
に
出
欠
を
お
知
ら
せ
下
さ
い
。 
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な
お
、
交
流
会
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
状
況
に
よ
り
，
実
施
形
態
の

変
更
，
人
数
の
制
限
ま
た
は
開
催
の
中
止
等
の
措
置
を
と
ら
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
詳

細
に
つ
い
て
は
、
参
加
の
ご
希
望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
に
、
二
〇
二
三
年
一
月
末
ま
で
を
目
処
に
、

メ
ー
ル
に
て
ご
連
絡
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

本
件
連
絡
先
（
お
問
い
合
わ
せ
は
、
な
る
べ
く
メ
ー
ル
に
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。） 

東
京
大
学 

大
学
院
工
学
系
研
究
科 

化
学
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻 

教
授 
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